
 

山
岡 

今
議
会
で
の
特
徴
は…

。 
 

西
山 

広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の

小
学
生
派
遣
事
業
の
復
活
を
求
め
て

三
名
の
議
員
が
質
問
し
た
。
そ
れ
だ

け
誇
る
べ
き
平
和
事
業
な
ん
で
す
。

必
ず
復
活
さ
せ
た
い
で
す
。 

 

岡
田 

新
日
本
婦
人
の
会
が
「
小

中
学
校
の
女
子
用
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
の
設
置
を
求
め
る
」
請
願
を
提
出

さ
れ
、
私
も
紹
介
議
員
と
し
て
審
議

に
加
わ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
本

会
議
で
は
日
本
共
産
党
と
無
会
派
の

議
員
の
５
名
が
賛
成
で
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
公
明
党
の

態
度
に
は
驚
き
ま
し
た
。 

山
岡 

本
当
で
す
ね
。 

岡
田 

私
も
一
般
質
問
で
取
り
あ

げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
公
明
党

の
堀
議
員
も
設
置
を
求
め
る
質
問
を

さ
れ
て
い
た
。
党
の
山
口
代
表
も
生

理
用
品
の
無
償
配
布
の
取
り
組
み
を

強
調
さ
れ
て
い
る
の
に
、
本
請
願
に

反
対
さ
れ
た
。
理
由
は
「
今
回
の
請

願
を
通
す
こ
と
は
無
理
を
通
す
こ
と

に
な
る
。
時
期
尚
早
」
。
理
解
に
苦
し

む
反
対
討
論
で
し
た
。 

山
岡 

そ
う
い
え
ば
、
堀
議
員
は
、

中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
化
を

求
め
る
請
願
の
時
も
、
一
般
質
問
で

自
ら
要
求
し
て
い
る
の
に
、
請
願
に

は
反
対
し
た
。
素
直
に
い
い
こ
と
は

い
い
、
と
判
断
で
き
な
い
の
は
な
ぜ

で
す
か
ね
。 

西
山 

同
性
婚
を
認
め
る
法
改
正

を
求
め
る
意
見
書
採
決
で
も
、
公
明

党
の
田
中
議
員
は
一
般
質
問
で
自
ら

求
め
て
い
る
の
に
、
意
見
書
に
は
反

対
討
論
ま
で
。
こ
れ
も
「
時
期
尚
早
」

を
理
由
に
し
て
い
た
。 

 

岡
田 

一
貫
性
が
な
い
こ
と
が
非

常
に
残
念
で
す
ね
。
日
本
共
産
党
は

議
案
も
請
願
も
意
見
書
も
、
中
身
で

賛
否
の
判
断
を
決
め
て
い
る
。
自
民

党
の
提
案
で
あ
っ
て
も
公
明
党
の
提

案
で
あ
っ
て
も…

。 
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 ◆急増する認知症対策、◆市職員の異

常な時間外労働の是正、◆手話言語及

び情報・コミュニケーション促進条例生か

して、◆駐車場の「車止め」ブロック、◆甲

賀市子育て NO１へ施策の拡充 

岡
田 

令
和
３
年
の
不
登
校
は
小
学
校
で
７

３
人
、
中
学
校
で
１
３
５
人
と
過
去
最
多
。
子
ど

も
を
支
え
る
公
的
支
援
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
。 

教
育
長 

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
、
子
ど
も
の

居
場
所
や
人
的
資
源
の
充
実
等
図
っ
て
い
く
。 

岡
田 

学
校
再
編
計
画
に
対
し
、
地
域
と
し
て

は
再
編
せ
ず
に
存
続
を
と
い
う
意
向
で
あ
る
。
教

育
長
の
受
け
止
め
を
伺
う
。 

教
育
長 

地
域
の
思
い
を
大
切
に
し
つ
つ
、
時

代
の
流
れ
に
即
し
た
教
育
環
境
の
実
現
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
る
。 

岡
田 

県
内
で
給
食
費
無
償
化
の
実
施
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
教
育
は
無
償
の
観
点
か
ら
も

市
も
実
施
に
踏
み
き
る
べ
き
。 

市
長 

恒
久
的
な
財
源
確
保
が
課
題
。
国
に
よ

る
自
治
体
へ
の
財
政
措
置
を
期
待
す
る
。 

岡
田 

投
票
率
低
下
の
中
、
投
票
所
削
減
は
投

票
率
向
上
に
逆
行
す
る
も
の
で
は
。 

選
管
事
務
局
長 

災
害
時
の
職
員
体
制
、
立
会

人
選
任
の
課
題
も
あ
り
、
審
議
会
に
お
い
て
投
票

区
見
直
し
を
検
討
い
た
だ
い
て
い
る
。 

岡
田 

土
山
の
コ
ミ
タ
ク
に
つ
い
て
、
大
野
ま

で
エ
リ
ア
を
拡
大
で
き
な
い
か
。 

建
設
部
長 

移
動
手
段
維
持
と
い
う
点
か
ら
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。 

岡
田 

青
土
ダ
ム
駐
車
場
ト
イ
レ
水
洗
化
を
。 

建
設
部
長 

水
量
の
問
題
か
ら
対
応
困
難
と
の

こ
と
だ
が
、
引
き
続
き
県
へ
要
望
し
て
い
く
。 

■日本共産党「無料法律相談」開設中■ 毎月第３水曜日午後７時から（予約制）お問合せは、各議員へ 

 ◆広島平和記念式典参加事業の予算

の復活を、◆新型コロナウイルスの５類移

行後の対策を、◆みなくち診療所の指定

管理について、◆水口城「御成橋」の修

復見通しについて 

◆新教育長に教育課題について問う、◆

学校給食費無償化に向けて、◆投票率の

向上に向けて、◆土山地域のコミバス、コ

ミタクを使いやすく、◆青土ダム駐車場

トイレ改修とエコーバレイ施設整備 

 
 

 

 
  

 

西
山 

毎
年
８
月
６
日
広
島
で
行
わ
れ
る
平

和
記
念
式
典
に
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
「
広
島

平
和
記
念
式
典
参
加
事
業
」
は
、
甲
賀
市
に
と
っ

て
誇
る
べ
き
事
業
で
あ
り
、
今
年
度
予
算
か
ら
削

ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
。
今
こ
の
時
に
、
事

業
そ
の
も
の
を
削
る
と
い
う
市
の
姿
勢
が
問
題
。 

市
長 

平
和
教
育
に
と
っ
て
大
変
意
義
あ
る

活
動
だ
け
に
、
熱
中
症
や
大
混
雑
の
中
で
の
安
全

を
考
え
た
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
や
学
び
の

機
会
を
し
っ
か
り
と
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
予
算
編

成
に
あ
た
り
た
い
。 

西
山 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
５
類
移
行

後
も
、
第
９
波
に
備
え
て
体
制
の
整
備
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

５
類
移
行
後
も
、
医
療
提
供

体
制
の
整
備
や
患
者
の
方
へ
の
対
応
な
ど
感
染

症
対
策
の
基
本
は
県
で
適
切
に
実
施
さ
れ
る
。 

西
山 

指
定
管
理
が
募
集
さ
れ
て
い
る
「
み
な

く
ち
診
療
所
」
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
か
ら
平
日

診
療
や
整
形
の
継
続
を
望
む
声
が
多
い
。 

健
康
福
祉
部
長 

指
定
管
理
は
み
な
く
ち
診

療
所
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
手
段
。
貴
生
川
地
域

に
は
開
業
医
が
あ
り
、
み
な
く
ち
診
療
所
は
日
曜

診
療
な
ど
不
採
算
部
門
を
中
心
に
担
う
。 

西
山 

水
口
城
資
料
館
に
通
じ
る
木
橋
「
御
成

橋
」
の
修
復
の
見
通
し
は
。 

教
育
部
長 
７
月
中
に
は
設
計
業
務
を
完
了

さ
せ
、
補
正
予
算
を
組
ん
で
令
和
６
年
度
中
に
橋

の
修
復
を
完
了
さ
せ
た
い
。 

山
岡 

昨
年
１２
月
議
会
と
３
月
議
会
で
取
り

上
げ
た
市
職
員
の
異
常
な
時
間
外
労
働
を
是
正

す
る
指
導
は…

。 

総
務
部
長 

午
後
１０
時
を
超
え
る
時
間
外
は

厳
禁
、
や
む
を
得
ず
超
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
午

前
零
時
ま
で
に
退
庁
す
る
こ
と
を
徹
底
。
ま
た
サ

ー
ビ
ス
残
業
は
し
な
い
こ
と
を
指
示
し
た
。
月

８０
時
間
以
上
の
時
間
外
勤
務
が
あ
る
場
合
は
、

部
内
で
す
み
や
か
に
人
事
異
動
を
検
討
す
る
。 

山
岡 

「
午
前
零
時
を
超
え
て
退
庁
」
の
実
態

は
そ
の
後
ど
う
か
。 

総
務
部
長 

３
月
２０
課
、
４
月
１７
課
、
５
月

５
課
に
減
少
。 

山
岡 

認
知
症
高
齢
者
は
、
６５
歳
以
上
高
齢

者
の
５
人
に
一
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
実
態
を

掌
握
し
、
早
期
発
見
・
予
防
に
力
を
入
れ
る
た
め

に
、
専
門
医
の
拡
充
、
相
談
窓
口
の
開
設
、
徘
徊

高
齢
者
支
援
な
ど
を
充
実
し
、
全
庁
あ
げ
て
取
り

組
む
た
め
に
「
条
例
」
制
定
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

認
知
症
又
は
予
備
軍
は
五

千
二
百
人
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
・
認
知
症
相
談
医
に
よ
る
連

携
、
徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
る
。 

山
岡 

公
共
施
設
駐
車
場
の
「
車
止
め
」
ブ
ロ

ッ
ク
に
け
つ
ま
ず
い
て
骨
折
し
た
、
と
い
う
。
安

全
対
策
を
講
じ
る
べ
き
。 

総
務
部
長 

点
検
し
て
安
全
対
策
を
検
討
。 


